


ジ
・
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
の
「
美
し
き
音
楽
」
に
彩
ら

れ
た
「
刺
激
的
な
舞
台
」
は
、
２
０
１
２
年
に
南

仏
の
「
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
音
楽
祭
」
で
初
演
さ
れ
て

以
来
、
世
界
各
地
の
オ
ペ
ラ
劇
場
や
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
、
絶
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

「
21
世
紀
最
高
の
オ
ペ
ラ
を
、
つ
い
に
日
本
の
皆

さ
ん
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
も
、

こ
の
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
の
す
ば
ら
し
い
音
響
で

聴
い
て
い
た
だ
け
る
の
で
す
。
初
め
て
オ
ペ
ラ
を

が
書
い
た
音
楽
、
劇
作
家
が
書
い
た
台
本
で
す
か

ら
、
同
時
代
感
覚
で
受
け
取
れ
る
と
思
い
ま
す
。

簡
単
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
三
角
関
係
の
恋
愛
悲
劇
。

人
間
の
情
け
容
赦
な
い
深
い
情
念
が
テ
ー
マ
で
す
。

中
世
と
現
代
の
時
空
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
ゾ
ク

ゾ
ク
す
る
よ
う
な
結
末
へ
と
展
開
し
て
い
く
、
美

し
く
も
残
酷
な
オ
ペ
ラ
な
の
で
す
」　

　

恋
心
の
芽
生
え
、
嫉
妬
、
裏
切
り
、
権
力
を
か

ざ
し
た
暴
力
、
反
抗
、
強
い
意
志
、
燃
え
盛
る
愛
、

グ
ロ
テ
ス
ク
で
衝
撃
的
な
事
件
が
起
こ
り
、
打
ち

の
め
さ
れ
…
…
情
感
溢
れ
る
歌
声
と
と
も
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
感
情
の
起
伏
や
場
面
状
況
を
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
奏
で
ま
す
。　

　

オ
ペ
ラ
劇
場
で
は
通
常
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
舞

台
手
前
の
箱
の
よ
う
な
空
間
（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・

ピ
ッ
ト
）
に
身
を
隠
し
て
演
奏
し
ま
す
。
し
か
し
、

　

ま
だ
オ
ペ
ラ
を
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
方
に
も
、

オ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
に
も
、
是
非
お
す
す
め
し
た
い
オ

ペ
ラ
が
、
こ
の
夏
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
上
演
さ

れ
ま
す
。

 「
今
こ
れ
を
聴
か
な
け
れ
ば
一
生
損
を
す
る
！
」

　

と
熱
く
語
る
の
は
、
世
界
的
指マ

エ
ス
ト
ロ

揮
者
・
大
野
和

士
。
自
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
指
揮
す
る
オ
ペ
ラ

の
タ
イ
ト
ル
は
『
リ
ト
ゥ
ン
・
オ
ン
・
ス
キ
ン 

W
ritten on Skin 

』。「
羊
皮
紙
（
装
飾
本
）
に

オペラで
ドラマティックな

時間を
客席にゆったりと座れば心ときめいて

やがて音楽が始まると、場所も時代もワープして物語のまっただ中へ。
オペラにはそんな魔力があります。

歌声と音楽と舞台空間と。目も耳も満たされる恍惚の時間。
今号では、サントリーホールならではのオペラの世界へご案内します。

サントリーホール オペラ・アカデミーからは、
世界へ羽ばたく若きオペラ歌手たちをご紹介します。

今
世
紀

最
高
の
オ
ペ
ラ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

〝
見
る
〞

観
る
方
や
、
若
い
世
代

に
こ
そ
、
ぜ
ひ
気
軽
に

来
て
い
た
だ
き
た
い
」

　

と
マ
エ
ス
ト
ロ
。
日

本
初
演
、
つ
ま
り
誰
も

が
初
め
て
目
に
す
る
世

界
な
の
だ
か
ら
、
予
備

知
識
は
い
ら
な
い
し
、

難
し
く
考
え
る
必
要
は

ま
っ
た
く
な
い
の
だ
と

言
い
ま
す
。

 

「
今
を
生
き
る
作
曲
家

特集

大
K a z u s h i  O n o

野和士
カールスルーエ・バーデン州立劇場の音楽総監督、
モネ劇場の音楽監督、フランス国立リヨン歌劇場
の首席指揮者を歴任、ヨーロッパの名だたるオペラ
劇場、音楽祭に出演。現在、新国立劇場オペラ
芸術監督、東京都交響楽団およびバルセロナ交
響楽団音楽監督。

書
か
れ
た
こ
と
」
と
い
う
よ

う
な
意
味
で
す
。
イ
ギ
リ
ス

を
代
表
す
る
作
曲
家
ジ
ョ
ー
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サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
は
コ
ン
サ
ー
ト
専
用
ホ
ー
ル

で
す
か
ら
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
主
役
。
指
揮
者
も

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
舞
台
に
上
が
り
、
歌
手
が
演
じ

る
人
物
や
物
語
の
風
景
と
混
じ
り
合
っ
て
演
奏
す

る
の
が
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
な
ら
で
は
の
オ
ペ

ラ
形
式
で
す
。
客
席
が
舞
台
を
取
り
囲
む
独
特
な

空
間
と
音
響
を
最
大
限
に
活
か
し
、
20
近
い
独
自

の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
上
演
し
て
き
た
「
ホ
ー

ル
・
オ
ペ
ラ
®
」
の
伝
統
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
マ

エ
ス
ト
ロ
は
、
待
望
の
オ
ペ
ラ
日
本
初
演
の
上
演

場
所
に
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
を
選
ん
だ
の
で
す
。

 

「
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
細
か
な
描
写
が
よ

く
耳
に
届
き
、
そ
れ
が
目
に
見
え
る
の
が
、
非
常

に
大
き
な
魅
力
で
す
。
ピ
ッ
ト
に
入
っ
て
し
ま
う

と
、
弦
楽
器
の
繊
細
な
響
き
は
客
席
に
聴
こ
え
に

く
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
オ
ペ
ラ
の
舞
台
と

な
る
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
俗
的
な
雰
囲
気
を
表

わ
す
マ
ン
ド
リ
ン
こ
そ
重
要
で
す
。
舞
台
上
で
楽

器
が
演
奏
さ
れ
る
姿
を
見
な
が
ら
、
音
色
に
耳
を

傾
け
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
」

　

弦
楽
器
は
中
世
の
響
き
を
再
現
す
る
べ
く
小
編

成
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が
起
こ
る
ド
ラ
マ
を
盛

り
立
て
る
管
打
楽
器
は
充
実
さ
せ
て
。「
咆ほ

う
こ
う哮
し

シ
ャ
ウ
ト
す
る
よ
う
な
」
金
管
楽
器
、「
さ
さ
や

く
よ
う
な
」
マ
ン
ド
リ
ン
、「
幻
想
的
な
」
グ
ラ

飾
師
の
少
年
。
彼
ら
を
見
守
る
天
使
た
ち
。
天
国

的
な
も
の
と
世
俗
的
な
も
の
、
過
去
（
中
世
）
と

現
在（
現
代
）が
交
錯
す
る
舞
台
。
２
階
Ｐ
席
最
前

列
の
高
さ
に
も
な
る
ア
ク
テ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア
が
設

け
ら
れ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
挟
ん
で
前
方
と
後
方

を
人
物
が
行
き
交
い
ま
す
。
背
景
に
は
巨
大
な
ス

ク
リ
ー
ン
。
映
像
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

 

「
原
作（
邦
題『
蝕
ま
れ
た
心
臓
』）
に
出
て
く
る

Ｓ
Ｆ
的
な
イ
メ
ー
ジ
な
ど
も
、
う
ま
く
視
覚
化
し

た
い
で
す
ね
。
南
仏
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
、
中
世
の
空
間
と
現
代
の
空
間
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
表
し
、
き
れ
い
で
美
し
い
だ
け
で
な

ス
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
響
き
。
と
き
に
東
洋
的
な
音
も

聴
こ
え
れ
ば
、
現
代
的
な
音
の
重レ

イ
ヤ
ー

な
り
も
。
登
場

人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
動
き
が
、
ど
の
よ
う
な
楽

器
で
表
現
さ
れ
る
の
か
、
見
て
聴
い
て
、
物
語
に

浸
っ
て
く
だ
さ
い
。

  

「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
の
仕
掛
け
も
見
所
で
す
。
映

ン
グ
・
ア
ー
ツ
は
生
き
て
い
る
芸
術
、
社
会
や
歴

史
と
深
く
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
、
と
言
い
ま
す
。

 

「
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
、
劇
場
や
ホ
ー
ル
が
自

分
と
切
り
離
さ
れ
た
空
間
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い

と
思
う
ん
で
す
。
今
回
す
ば
ら
し
い
の
は
、
チ

ケ
ッ
ト
が
買
い
求
め
や
す
い
値
段
で
あ
る
こ
と
！

も
っ
と
身
近
な
場
所
、
も
っ
と
身
近
な
舞
台
に
感

じ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
」

　

オ
ペ
ラ
歌
手
と
は
、
圧
倒
的
な
美
声
で
歌
う
だ

け
で
な
く
、
役
柄
の
人
格
や
品
性
、
感
情
や
心
理

な
ど
す
べ
て
を
歌
声
で
表
現
で
き
る
人
。
今
回
の

舞
台
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
オ
ペ
ラ
界
を
知
り
尽

像
を
駆
使
し
た
、
と
び
き
り
美
し
い
舞
台
。
演
じ

ら
れ
る
空
間
と
し
て
の
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
の
魅

力
を
存
分
に
披
露
し
ま
す
」

　

と
意
欲
的
な
マ
エ
ス
ト
ロ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

拠
点
に
活
躍
中
の
若
き
舞
台
芸
術
家
・
針
生
康し

ず
かを

起
用
し
ま
し
た
。
建
築
や
展
示
設
計
、
モ
ダ
ン
・

バ
レ
エ
や
演
劇
の
舞
台
な
ど
、
彼
女
が
つ
く
り
だ

す
新
し
い
空
間
デ
ザ
イ
ン
は
、
今
、
世
界
で
注
目

を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

本
番
数
カ
月
前
。
ま
だ
何
も
な
い
舞
台
を
前
に
、

マ
エ
ス
ト
ロ
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
る
針

生
さ
ん
の
、
凛
と
し
た
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

 

「
舞
台
に
関
す
る
す
べ
て
の
視
覚
的
効
果
を
担
当

す
る
の
が
私
の
仕
事
で
す
。
英
語
で
『
セ
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー scenography

（
舞
台 scene 

を
記
述
す

る -graphy

）
』
と
言
い
ま
す
。
舞
台
装
置
だ
け

で
な
く
、
照
明
や
衣
装
も
含
め
、
演
出
家
や
音
楽

家
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
、

す
べ
て
を
包
括
す
る
力
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
提
供

す
る
役
割
で
す
。
ど
ん
な
空
間
が
作
品
に
合
う
の

か
、
ど
ん
な
空
間
を
皆
さ
ん
が
見
て
み
た
い
か
。

常
に
新
し
い
技
術
を
取
り
込
み
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ

ク
に
変
容
す
る
舞
台
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま
す
」

 

『
リ
ト
ゥ
ン
・
オ
ン
・
ス
キ
ン
』
の
主
な
登
場
人

物
は
、
南
仏
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
方
の
裕
福
な
プ
ロ

テ
ク
タ
ー
（
領
主
）
と
そ
の
妻
、
そ
し
て
写
本
彩

く
し
た
マ
エ
ス
ト
ロ
が
、
こ
の
役
に
は
こ
の
人
し

か
い
な
い
！
と
選
り
す
ぐ
っ
た
、
旬
な
歌
手
た
ち

が
登
場
し
ま
す
。

 

「
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
役
（
バ
リ
ト
ン
）
の
ア
ン
ド

ル
ー
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
、
と
て
も
上
品
な
歌
い

方
も
で
き
る
し
、
猛
り
狂
っ
た
た
く
ま
し
い
声
も

出
せ
ま
す
。
妻
ア
ニ
エ
ス
役
の
ス
ザ
ン
ヌ
・
エ
ル

マ
ー
ク
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
は
、
も
の
す
ご
い
コ
ロ
ラ

ト
ゥ
ー
ラ
（
高
音
域
の
超
絶
技
巧
）
を
持
っ
て
い

る
人
で
、こ
の
オ
ペ
ラ
に
欠
か
せ
な
い〝
野
獣
性
〞

の
よ
う
な
も
の
も
備
え
て
い
る
。
少
女
性
も
あ
り
、

サ
ロ
メ
的
な
悪
女
性
も
あ
り
、
自
覚
し
て
い
る
の

か
無
意
識
な
の
か
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
の
残
酷

な
性
格
を
も
表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
で
す
。

そ
し
て
、
彼
女
と
恋
人
に
な
っ
て
し
ま
う
少
年
。

３
人
の
関
係
性
を
築
く
大
変
重
要
な
こ
の
役
を
演

じ
る
の
は
、
藤
木
大
地
（
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
）。

天
使
役
と
一
人
二
役
で
す
。
写
本
彩
飾
師
の
少
年

が
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
と
対
峙
し
、
女
性
を
巡
っ
て
鞘さ

や

あ
て
を
行
う
わ
け
で
す
。
声
楽
的
に
は
、
ボ
ー
イ

ソ
プ
ラ
ノ
と
バ
リ
ト
ン
と
高
い
ソ
プ
ラ
ノ
。
三
者

三
様
ま
っ
た
く
違
う
種
類
の
声
で
、
ま
っ
た
く
違

う
技
術
を
持
っ
た
声
が
織
り
な
す
魅
力
が
、
こ
の

オ
ペ
ラ
に
は
す
ご
く
あ
り
ま
す
」

　

と
く
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
気
持
ち
を
同
時

並
行
で
、
異
な
る
旋
律
、
音
程
、
リ
ズ
ム
で
歌
い

針
Shizuka Hariu

生 康
2003年より舞台芸術家として独立、ヨーロッパを
中心に活動。イギリスで手掛けた舞台が、この４年
間に全英で上演されたすべての舞台の中からベスト
12デザインに選ばれ、世界舞台美術博覧会に出
展された。「今回、大野さんと初めて一緒に仕事さ
せていただけて、すごくうれしい。サントリーホールと
いう名建築と舞台をどう融合させるか、試行錯誤を
重ねています」

セ
ノ
グ
ラ
フィ
ー

と
い
う
仕
事

物
語
る
歌
声

く
、
空
虚
な
場
所
や
ド
ラ
イ
な
光
景
、
皆
さ
ん
が

見
た
こ
と
の
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
見
せ
ら
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
は
何
を
信

じ
、
ど
う
い
う
風
に
生
き
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と

い
う
の
が
、
こ
の
オ
ペ
ラ
の
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
だ

と
思
う
の
で
」

　

と
、
針
生
さ
ん
。
オ
ペ
ラ
も
含
め
パ
フ
ォ
ー
ミ

『リトゥン・オン・スキン』の舞台イメージ図。
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重
ね
る
三
重
唱
は
、
聴
き
所
で
す
。　

 
「
歌
を
聴
く
鋭
い
耳
の
あ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と

マ
エ
ス
ト
ロ
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
、
東
京
都
交
響

楽
団
が
、
歌
手
の
歌
声
に
寄
り
添
い
ま
す
。
そ
し

て
、「
人
の
声
に
結
び
つ
く
よ
う
な
、
人
肌
の
音

を
常
に
志
向
し
て
い
る
」
と
い
う
マ
エ
ス
ト
ロ
が

指
揮
を
振
り
、
歌
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
ド
ラ

　

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
に
は
、
前
述
の
よ
う
に

ホ
ー
ル
・
オ
ペ
ラ
®
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
名
だ

た
る
オ
ペ
ラ
歌
手
が
来
日
し
、『
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
』

『
椿
姫
』『
リ
ゴ
レ
ッ
ト
』『
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
』

な
ど
、
名
作
中
の
名
作
を
独
自
の
演
出
で
、
日
本

の
観
客
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
１
９
９
３
年
、「
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル 

オ
ペ
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が
開
講
し
ま
す
。

プ
ロ
を
目
指
す
日
本
の
若
き
声
楽
家
た
ち
が
、
世

界
的
オ
ペ
ラ
歌
手
に
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
啓
発
し

合
い
な
が
ら
成
長
で
き
る
育
成
の
場
を
つ
く
り
た

ホ
ー
ル
・
オ
ペ
ラ
®
で
主
役
を
演
じ
た
テ
ノ
ー
ル

歌
手
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
サ
ッ
バ
テ
ィ
ー
ニ
で
す
。
世

界
の
歌
劇
場
で
活
躍
し
た
ス
タ
ー
歌
手
。
そ
の
後
、

指
揮
者
・
声
楽
指
導
者
と
し
て
世
界
各
地
で
活
動

し
、
２
０
１
１
年
よ
り
、
オ
ペ
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
（
最
高
指

導
者
）
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

 

「
６
人
の
講
師
陣
（
コ
ー
チ
ン
グ
・
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
）
と
チ
ー
ム
を
組
み
、
独
自
の
メ
ソ
ッ
ド
で
、

２
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
教
え
ま
す
。
ま
ず
発
声

の
基
礎
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。
イ
タ
リ
ア
の

歌
唱
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。
オ
ペ
ラ
に
は
テ
キ

ス
ト
が
あ
り
、
そ
こ
に
物
語
が
あ
る
。
言
葉
が
命

を
吹
き
込
む
の
で
す
か
ら
、
正
し
い
発
音
の
イ
タ

リ
ア
語
で
歌
う
の
が
大
前
提
。
そ
れ
が
な
か
な
か

で
き
て
い
な
い
の
で
す
」

　

サ
ッ
バ
テ
ィ
ー
ニ
の
レ
ッ
ス
ン
は
イ
タ
リ
ア
語

で
行
わ
れ
、
ア
カ
デ
ミ
ー
生
た
ち
は
聞
き
漏
ら
す

ま
い
と
必
死
に
イ
タ
リ
ア
語
を
学
び
ま
す
。
受
講

生
の
大
半
は
音
楽
大
学
を
卒
業
あ
る
い
は
在
学
中

に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
、
本
ア
カ
デ
ミ
ー
に

参
加
し
た
歌
手
の
卵
た
ち
で
す
が
、
レ
ッ
ス
ン
で

は
徹
底
的
に
発
音
を
直
さ
れ
ま
す
。
歌
に
込
め
ら

れ
た
気
持
ち
が
、
自
分
の
声
を
通
し
て
観
客
に
伝

わ
る
よ
う
に
。
作
曲
家
や
詩
人
の
意
図
が
正
確
に

伝
わ
る
よ
う
に
。

 

「
楽
譜
に
書
い
て
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
頭
で
理
解

し
解
釈
し
、
ハ
ー
ト
で
表
現
す
る
。
感
情
で
す
ね
。

そ
れ
を
、
喉
を
通
し
て
伝
え
る
た
め
の
技
術
。
こ

の
３
つ
の
要
素
で
歌
う
の
で
す
」

　

２
年
間
の
「
プ
リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
・
コ
ー
ス
」
を

終
え
て
実
力
を
つ
け
た
数
名
が
、「
ア
ド
バ
ン
ス

ト
・
コ
ー
ス
」
へ
進
み
、
オ
ペ
ラ
の
役
を
通
じ
て
、

マ
を
際
立
た
せ
ま
す
。

　

英
語
で
歌
わ
れ
る
歌
詞
は
、
舞
台
上
の
見
や
す

い
位
置
に
日
本
語
字
幕
で
表
さ
れ
ま
す
し
、
約
90

分
と
い
う
上
演
時
間
も
、
初
め
て
の
オ
ペ
ラ
体
験

に
は
ぴ
っ
た
り
。
ぜ
ひ
、
オ
ペ
ラ
の
特
別
な
昂
揚

感
を
味
わ
っ
て
み
て
下
さ
い
。
ま
た
と
な
い
体
験

で
す
。

　

21
世
紀
最
高
と
言
わ
れ
る
オ
ペ
ラ
を
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
、
で
は
、
オ
ペ
ラ
と
い
う
総
合
芸
術
は
、

一
体
い
つ
頃
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

　

遡
る
こ
と
４
０
０
余
年
。
イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
の
貴
族
の
サ
ロ
ン
に
文
学
者
と
音
楽
家
が

集
ま
り
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
劇
を
再
現
し
よ
う
と
試

み
た
こ
と
が
、
オ
ペ
ラ
誕
生
の
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
最
初
の
オ
ペ
ラ
劇
場

が
で
き
た
の
が
17
世
紀
前
半
。
ナ
ポ
リ
で
は
シ
ー

ズ
ン
ご
と
に
オ
ペ
ラ
が
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

世
界
の
オ
ペ
ラ
の
中
心
地
に
。
か
の
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
も
10
代
で
ナ
ポ
リ
を
訪
れ
、
そ
の
時
の
体
験
か

ら
、
数
多
く
の
オ
ペ
ラ
作
品
を
生
み
出
し
て
ゆ
く

の
で
す
。

　

今
も
上
演
さ
れ
る
名
作
の
多
く
が
イ
タ
リ
ア
オ

ペ
ラ
で
あ
る
の
は
、
こ
う
し
た
歴
史
ゆ
え
。
18
世

紀
以
降
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、

ロ
シ
ア
な
ど
を
中
心
に
、
他
の
国
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
作
品
が
制
作
さ
れ
、
オ
ペ
ラ
劇
場
の
定
番
レ

パ
ー
ト
リ
ー
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

日
本
語
の
オ
ペ
ラ
も
新
し
く
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

サントリーホール サマーフェスティバル 2019
～サントリー芸術財団50周年記念～
ザ・プロデューサー・シリーズ 大野和士がひらく
大野和士が語る〈現代オペラ〉クロニクル
8月23日（金）19:00 開始　ブルーローズ（小ホール）
【聴講料（自由席）】  一般 1,000円　学生 500円

オペラ『リトゥン・オン・スキン』日本初演
8月28日（水）、29日（木）19:00 開演　大ホール　
セミ・ステージ形式／英語上演・日本語字幕付

作曲：ジョージ・ベンジャミン　台本：マーティン・クリンプ　舞台総合美術：針生 康
指揮：大野和士　オーケストラ：東京都交響楽団

【チケット料金】  S 6,000円　A 5,000円　B 4,000円　学生 1,000円

レッスン風景

アンドルー・シュレーダー
（バリトン）
プロテクター

小林由佳
（メゾ・ソプラノ）
第２の天使／マリア

スザンヌ・ © Lars Andreas

エルマーク（ソプラノ）
妻・アニエス

ジョン・健・ヌッツォ
（テノール）
第３の天使／ヨハネ

藤木大地 © hiromasa

（カウンターテナー）
第１の天使／少年

オ
ペ
ラ
は

イ
タ
リ
ア
生
ま
れ

ジ
G i u s e p p e  S a b b a t i n i

ュゼッペ・サッバティーニ
1993年、最初のホール・オペラ®に出演以来、
オペラ歌手としてサントリーホールの舞台に何度も立
つ。オペラ・アカデミーにも創設メンバーとして最初
から関わり、「サントリーホールとの付き合いは、人
生の半分以上」。母国イタリアの音楽院で教鞭をと
り、世界各地でマスタークラスを開催。国際コンクー
ルの審査員も務める。上左は、ホール・オペラ®『ラ・
ボエーム』で主役を演じるサッバティーニ。

い
…
…
そ
の
思

い
に
賛
同
し
、

設
立
に
尽
力
し

た
ひ
と
り
が
、

オ
ペ
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

さ
ら
に
深
い
解
釈
と
表
現
を
学
び
ま

す
。
す
べ
て
無
償
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
の
が
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
大

き
な
特
徴
で
す
。

 

「
と
て
も
優
れ
た
講
師
陣
と
す
ば
ら

し
い
ス
タ
ッ
フ
。
最
高
の
チ
ー
ム
で

す
。
こ
の
８
年
間
で
チ
ー
ム
自
体
も

成
長
し
て
い
ま
す
」

 © 森口奈々
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ア
カ
デ
ミ
ー
生
に
よ
る
オ
ペ
ラ
が
、
今
年
２
月

に
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
（
小
ホ
ー
ル
）
で
上
演
さ
れ
ま

し
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
名
作
、『
フ
ィ
ガ
ロ
の

結
婚
』。
彼
ら
に
付
き
っ
き
り
で
役
づ
く
り
を
仕

込
ん
だ
演
出
家
・
田
口
道
子
は
、

 

「
こ
ん
な
に
集
中
し
て
長
期
間
、
稽
古
を
さ
せ
て

も
ら
え
る
場
所
は
、
他
に
は
な
い
で
す
」

　

と
開
口
一
番
。
イ
タ
リ
ア
語
の
細
か
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
理
解
し
、
作
品
が
つ
く
ら
れ
た
時
代
の
文

化
的
・
社
会
的
背
景
、
そ
こ
に
至
る
歴
史
な
ど
を

知
っ
た
う
え
で
歌
い
、
演
じ
る
た
め
に
、
全
篇
を

通
し
た
本
読
み
か
ら
始
め
た
そ
う
で
す
。

 

「
貴
族
か
ら
平
民
ま
で
み
ん
な
が
熱
狂
し
て
オ
ペ

ラ
を
観
に
行
っ
た
黄
金
時
代
の
作
品
で
す
。
原
作

に
忠
実
に
、
言
葉
を
大
事
に
、
正
統
的
な
演
出
を

し
て
、
内
容
を
知
ら
な
い
人
が
見
て
も
わ
か
り
や

す
く
楽
し
め
る
舞
台
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
た
」

　

ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
コ
ー
ス
第
２
期
修
了
生
と
し

て
参
加
し
た
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
迫
田
美
帆
は
、

 「
田
口
さ
ん
の
演
出
は『
形
か
ら
』で
は
な
く『
心

か
ら
』。
稽
古
を
重
ね
る
ご
と
に
伯
爵
夫
人
の
気

持
ち
に
共
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
気
が
つ
く
と
、

心
と
身
体
が
連
動
し
て
、
何
の
違
和
感
も
な
く
自

然
な
動
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
」

　

と
言
い
ま
す
。
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
コ
ー
ス
現
役

生
は
そ
れ
ぞ
れ
、
フ
ィ
ガ
ロ
（
石
井
基
幾
／
バ
リ

ト
ン
）、
ス
ザ
ン
ナ
（
金
子
響
／
ソ
プ
ラ
ノ
）、
伯

爵
夫
人
（
大
田
原
瑶
／
ソ
プ
ラ
ノ
）、
ケ
ル
ビ
ー

ノ
（
細
井
暁
子
／
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
）
と
大
役
を

演
じ
、
プ
リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
・
コ
ー
ス
生
も
全
員
舞

台
に
の
り
、
全
４
幕
２
時
間
半
に
お
よ
ぶ
物
語
を

歌
い
あ
げ
ま
し
た
。
コ
ー
チ
ン
グ
・
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
の
古
藤
田
み
ゆ
き
が
ピ
ア
ノ
１
台
で
見
事
に

音
楽
を
奏
で
、
彼
ら
を
支
え
ま
す
。
会
場
は
熱
気

に
溢
れ
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
５
月
末
。
研
修
の
締
め
く
く
り
と
な
る

『
オ
ペ
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
修
了
コ
ン
サ
ー
ト
』。
個

人
レ
ッ
ス
ン
も
全
員
が
参
加
し
て
、
互
い
の
よ
き

「
耳
」
と
な
っ
て
き
た
仲
間
。
共
に
研
鑽
し
て
き

た
成
果
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
歌
声
で
表
現
し
ま
す
。

コ
レ
ペ
テ
ィ
ト
ゥ
ア
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
し
な
が
ら

オ
ペ
ラ
歌
手
に
指
導
を
す
る
人
）
を
目
指
し
て
ピ

ア
ノ
で
受
講
し
た
生
徒
が
伴
奏
し
ま
す
。

 

「
歌
う
時
、
自
分
自
身
の
内
面
を
さ
ら
す
勇
気
を

持
ち
な
さ
い
。
誰
の
真
似
を
す
る
の
で
も
な
く
、

自
分
自
身
で
あ
り
な
さ
い
。
歌
う
こ
と
は
、
生
き

る
こ
と
だ
か
ら
。
そ
し
て
、
歌
う
こ
と
で
人
に
幸

せ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
」

　

サ
ッ
バ
テ
ィ
ー
ニ
氏
の
教
え
で
す
。

田
Michiko Taguchi

口道子
40年来イタリアに在住。オ
ペラ・アカデミー公演は５回
目の演出。演技指導、舞台
構成、衣装監修から字幕ま
ですべて手掛ける。　

自分の表現をお客様に伝えるにはどうしたらいいの
か、ということを、この４年間で学べたと思います。
感情表現が伝わるように、真似事ではなく、自分で
考えること。レッスンでも、サッバティーニ先生の歌
の表現には迫力を感じました。先生からは「アプリ 
ラ ゴーラ（のどを開け）」と言われ続けました。これ
は永遠の課題。僕にとっては、すべてがよくなる魔
法の言葉です。まずは大学院を修了して、留学し
たいと思っています。

要求されることも、イタリア語に関しても、すごく厳し
かったことが、自分にはとても良かったと思います。皆、
必死で勉強しました。違う大学で学んだいろいろな
年代の人がいて、意見が違うからこそ音楽の深いと
ころまで話し合え、互いに高め合えました。サッバ
ティーニ先生と一緒にオペラ公演を１本勉強させても
らえるなんて、なかなか日本ではできないこと。この
アカデミーがなければ、今の自分は無いと思います。
これから、パルマの音楽院に留学する予定です。
今日の修了コンサートで自分に自信を持って、世界
に挑戦していけたらと思います。

修了コンサートを終えたばかりの
アカデミー生に、話を聞きました。
感極まって、目には光るものが……。

サカナバル The Grill
美味しいお酒と
新鮮シーフード

サカナバル グリル
東京都港区六本木 3-７-1 
The Roppongi Tokyo１F
電話： 03-6441-2970
月～土曜： 17:00 ～ 26:00（L.O. 25:00）　
日曜・祝日： 17:00 ～ 24:00（L.O. 23:00）

＊この記事を提示すると、「ザ・プレミアムモルツ〈香る〉
エール」が１杯サービスに（2019年９月末まで）

「肩肘張らずに美味しい食事と美味しいお酒、
なによりも楽しい時間を！」がコンセプトの
人気バル。コンサート前に小皿で軽く一杯も、
音楽の余韻にひたりながらワインとグリル料
理をゆっくり堪能するのも、どちらにも利用
しやすいお店です。産地直送で当日に届く新
鮮素材を活かしたグリル料理。ビールやハイ
ボールはもちろん、シーフードと相性のよい
個性的なワインが揃っています。六本木通り
沿いに、アークヒルズから歩いて約10分のロ
ケーション。音楽とお酒と美味しい料理で、
気分盛り上る都心の夜を。

世
界
へ
羽
ば
た
く

アドバンスト・コース
大田原 瑶（ソプラノ）
2018 年東京藝術大学
大学院音楽研究科
オペラ専攻修了

アドバンスト・コース
石井基幾（バリトン）
東京藝術大学大学院
音楽研究科
声楽専攻在籍中

オペラ・アカデミー公演『フィガロの結婚』で伯爵夫人役
を演じる迫田美帆（左）。伯爵夫人は大田原瑶とダブルキャ
スト。伯爵役（右）はコーチング・ファカルティ増原英也。

『オペラ・アカデミー
修了コンサート』にて。

オペラ・アカデミー公演
『フィガロの結婚』リハーサルにて。

ブルーローズ（小ホール）でのオペラ・アカデミー公演
『フィガロの結婚』。シンプルながらわかりやすい舞台。
アカデミー生の熱演に魅せられます。

 © 森口奈々
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ら
話
し
ま
す
。
ユ
ー
モ
ア
や
ウ
ィ
ッ
ト
も
感

じ
さ
せ
る
ト
ー
ク
に
、
聴
き
手
は
今
ま
で
聴

い
た
こ
と
の
な
い
曲
に
対
し
て
も
関
心
を

持
っ
て
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
次

第
に
清
塚
さ
ん
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
情
熱
的

な
演
奏
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
の
で
す
。

 

「
も
ち
ろ
ん
〝
演
奏
が
す
べ
て
〞
と
い
う
の

も
真
実
で
す
。
し
か
し
一
方
で
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
は
敷
居
の
高
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
貴
族
文
化
か
ら
生

ま
れ
た
芸
術
で
あ
り
、
古
典
の
再
生
芸
術
。

や
は
り
初
め
て
聴
く
人
に
と
っ
て
は
ヒ
ン
ト

に
な
る
、
引
き
込
ま
れ
る
き
っ
か
け
が
必
要

だ
と
思
う
の
で
す
。
い
い
意
味
で
の
意
外
性

を
感
じ
る
ぐ
ら
い
、〝
音
楽
で
遊
ぶ
〞
要
素

が
あ
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
し
て
い
ま
す
」

 

「
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
気
分
が
上
が
る
要
素
が
多

い
で
す
よ
ね
。
ま
ず
ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
の
ホ
テ

ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
横
目
に
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
上
が
り
、『
カ
ラ
ヤ
ン
広
場
』
と
名

付
け
ら
れ
た
広
場
を
通
り
、
そ
し
て
ホ
ワ
イ

エ
の
ド
リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
に
は
シ
ャ
ン
パ
ン

や
ウ
イ
ス
キ
ー
が
並
ぶ
。
そ
し
て
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
な
ホ
ー
ル
の
椅
子
に
腰
を
下
ろ
し
て

…
…
と
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
状
態
で
コ

ン
サ
ー
ト
が
始
ま
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
そ

こ
で
意
外
性
や
、
い
い
裏
切
り
と
で
も
い
う

仕
掛
け
が
効
く
の
で
す
。
演
奏
家
に
と
っ
て
、

そ
う
い
う
意
味
で
も
最
高
の
舞
台
で
す
ね
」

 

〝
少
し
で
も
多
く
の
人
に
聴
い
て
も
ら
い
た

い
〞
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
の
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
だ
と
い
い
ま
す
。

 

「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
偉
大
な
作
曲
家
で
す

が
、
同
時
に
初
め
て
貴
族
の
お
抱
え
な
ど
で

は
な
く
〝
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
〞
に
な
っ
た
音
楽

家
と
も
い
え
ま
す
。
多
く
の
人
に
聴
い
て
も

ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
観
点

を
持
っ
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
大
変
な
苦
悩
も
あ
っ

た
け
れ
ど
も
、
長
く
万
人
に
愛
さ
れ
る
名
曲

が
生
ま
れ
た
の
で
す
」

　

幼
い
頃
か
ら
英
才
教
育
を
受
け
、
次
々
と

コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を
得
て
競
争
の
な
か
で
ピ

ア
ノ
に
だ
け
向
か
っ
て
き
た
清
塚
さ
ん
は

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
人
生
を
知
る
に
つ
け
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が「
い
か
に〝
人
間
〞だ
っ

た
か
」
を
感
じ
、
目
を
開
か
さ
れ
た
と
も
。

　

テ
レ
ビ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
す
る
こ
と

や
C
D
録
音
も
多
い
清
塚
さ
ん
で
す
が
、
や

は
り
コ
ン
サ
ー
ト
は
特
別
だ
と
言
い
ま
す
。

 

「
コ
ン
サ
ー
ト
は
ス
リ
ル
の
時
間
で
す
。
何

が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
時
間
を

演
奏
家
と
聴
衆
が
と
も
に
過
ご
す
の
で
す
。

短
い
曲
な
ら
5
分
。
そ
れ
を
、
ど
れ
だ
け
忘

れ
ら
れ
な
い
5
分
に
す
る
か
。
ど
れ
だ
け
彩

ら
れ
た
、
心
が
潤
う
5
分
に
す
る
か
」

　

そ
の
時
間
が
い
か
に
濃
密
な
も
の
か
、
そ

れ
は
清
塚
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
人
々
の

表
情
が
語
っ
て
い
ま
す
。　

Hibiki Special Interview
 Shinya Kiyozuka

清塚信也（きよづか　しんや）
5歳よりクラシックピアノの英才教育を受ける。中村紘子、加藤伸佳、セ
ルゲイ・ドレンスキーに師事。桐朋女子高等学校音楽科（共学）を首席
で卒業後、モスクワ音楽院に留学。1996年第50回全日本学生音楽コ
ンクール全国大会中学校の部第1位を皮切りに、国内外のコンクールで
数々の賞を受賞。人気ドラマ「のだめカンタービレ」にて玉木宏演じる「千

秋真一」、映画「神童」では松山ケンイチ演じる「ワオ」の吹き替え演
奏を担当し、脚光を浴びる。知識とユーモアを交えた話術と繊細かつダイ
ナミックな演奏で全国の聴衆を魅了し続け、年間100本以上の演奏活動
を展開している。ポーランド国立放送交響楽団、ワルシャワ国立フィルハー
モニー管弦楽団等と協演する一方で、音楽以外のアーティストとのプロジェ
クトも多く、マルチに活躍している。http://tristone.co.jp/kiyozuka

　

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
こ
の
4
月
に
行
わ

れ
た
清
塚
信
也
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
終

わ
っ
た
後
に
は
「
楽
し
か
っ
た
」
と
言
い
合

い
な
が
ら
席
を
立
つ
聴
衆
の
姿
が
。
今
ま
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
に
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
若

い
人
々
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

 

「
芸
術
は
自
由
な
も
の
で
〝
ル
ー
ル
〞
と
い

う
も
の
が
な
い
世
界
で
す
。
け
れ
ど
も
、
ひ

と
つ
だ
け
あ
る
と
し
た
ら
そ
れ
は
『
ひ
と
り

で
も
多
く
の
人
に
聴
い
て
も
ら
う
』
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
音
楽
は
聴
い
て
く

れ
る
人
が
い
て
成
り
立
つ
。
だ
か
ら
『
楽
し

か
っ
た
』『
面
白
か
っ
た
』
と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
僕
が
目
指

し
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
で
す
」

　

曲
目
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
演
出
ま
で
も
自
分
で

清
塚
信
也
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

忘
れ
ら
れ
な
い
5
分
間
を
と
も
に

新
進
気
鋭
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
、

注
目
を
集
め
て
い
る
清
塚
信
也
さ
ん
。

彼
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、そ
の
楽
し
さ
で

あ
ら
た
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
を

増
や
し
て
い
る
こ
と
で
も
話
題
と
な
って
い
る
。

す
べ
て
決
め
て
い
る
と

い
う
清
塚
さ
ん
。
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
演
奏
の
前

に
ひ
と
こ
と
、
そ
の
曲

の
背
景
や
物
語
を
、
自
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サントリーホール 
サマーフェスティバル 2019
～サントリー芸術財団50周年記念～

テーマ作曲家〈ミカエル・ジャレル〉
サントリーホール国際作曲委嘱シリーズ No. 42（監修：細川俊夫）

8月31日（土）  15:00開演（14:20開場）　大ホール

8月2日（金）  19:00開演（18:20開場）　大ホール

8月23日（金）  19:00開始（18:30開場）　ブルーローズ（小ホール）

8月24日（土）  16:00開演（15:20開場）　ブルーローズ（小ホール）

8月28日（水）  29日（木） 19:00開演（18:20開場）　大ホール

8月25日（日）  15:00開始（14:30開場）　ブルーローズ（小ホール）

8月26日（月）  19:00開演（17:45開場）　ブルーローズ（小ホール）

8月30日（金）  19:00開演（18:20開場）　大ホール

日本の洋楽発展に最も顕著な功績のあった個人または団体に贈られるサントリー音楽賞。第
48回（2016年度）は、ソリストやアンサンブル奏者として国内外で活動を広げる小菅優が受賞。
ライフワークとして取り組む「ベートーヴェンのピアノ・ソナタ」や信頼の厚い音楽仲間とともに
室内楽などを披露します。

今年のプロデューサーは、新国立劇場オペラ芸術監督でもある指揮者の大野和士。現代オペラの名作ベンジャミンの『リトゥン・
オン・スキン』日本初演を自ら指揮します。また、作曲界の匠ミカエル・ジャレルの新作をルノー・カプソンが世界初演するなど、
注目のプログラムが目白押しの現代音楽の祭典です。

指揮：杉山洋一　新日本フィルハーモニー交響楽団　ほか　司会：伊東信宏　選考委員：斉木由美／坂東祐大／南 聡（50音順）
第27回芥川作曲賞受賞記念サントリー芸術財団委嘱作品

茂木宏文 『雲の記憶』チェロとオーケストラのための（2019） 世界初演
第29回芥川也寸志サントリー作曲賞候補作品（50音順／曲順未定）

稲森安太己 『擦れ違いから断絶』大アンサンブルのための（2018）
北爪裕道  自動演奏ピアノ、2人の打楽器奏者、アンサンブルと電子音響のための協奏曲（2018）
鈴木治行 『回転羅針儀』室内管弦楽のための（2018）

第48回サントリー音楽賞受賞記念コンサート〈ピアノ：小菅 優〉
～サントリー芸術財団50周年記念～

ピアノ：小菅 優　ヴァイオリン：樫本大進　チェロ：クラウディオ・ボルケス
モーツァルト ピアノとヴァイオリンのためのソナタ  ト長調  K. 379 (373a)
藤倉 大 『WHIM』 世界初演
ベートーヴェン ピアノ・ソナタ第21番 ハ長調 作品53「ヴァルトシュタイン」
ブラームス ピアノ三重奏曲第1番 ロ長調 作品8 （改訂版）

マグヌス・リンドベルイ（1958～ ） 『オットーニ』金管アンサンブルのための（2005）
マーク=アンソニー・ターネジ（1960～ ） 『デュエッティ・ダモーレ』ヴァイオリンとチェロのための（2015）
ヴォルフガング・リーム（1952～ ） 『ビルドニス ： アナクレオン』テノール、ピアノ、ハープ、クラリネット、チェロのための（2004）
細川俊夫（1955～ ） 『悲しみの河』リコーダーと弦楽アンサンブルのための（2016）日本初演
サルヴァトーレ・シャリーノ（1947～ ） 『ジェズアルド・センツァ・パローレ』アンサンブルのための（2013）日本初演

指揮： 大野和士　東京都交響楽団　舞台総合美術： 針生 康
プロテクター：アンドルー・シュレーダー（バリトン）
妻・アニエス：スザンヌ・エルマーク（ソプラノ）
第１の天使／少年：藤木大地（カウンターテナー）
第２の天使／マリア：小林由佳（メゾ・ソプラノ）
第３の天使／ヨハネ：ジョン・健・ヌッツォ（テノール）

大野和士が語る<現代オペラ>クロニクル

大野セレクションの室内楽

ジョージ・ベンジャミン（1960～ ）：
オペラ『リトゥン・オン・スキン』（2009～12） 日本初演

《室内楽》
ミカエル・ジャレル（1958～ ）『分岐された思考』弦楽四重奏のための（2015）
ミカエル・ジャレル  『分岐』アンサンブルのための 日本初演　ほか

《管弦楽》
指揮： パスカル・ロフェ　ヴァイオリン： ルノー・カプソン　東京交響楽団
ミカエル・ジャレル ヴァイオリンとオーケストラのための新作 世界初演　ほか

《ジャレルの作曲ワークショップ》
講師： ミカエル・ジャレル　進行： 細川俊夫

【聴講料（自由席）】 一般 1,000円　学生 500円

【チケット料金】一般 3,000円　学生 1,000円

【チケット料金】S 6,000円　A 5,000円　
B 4,000円　学生 1,000円

【聴講料（自由席）】一般 1,000円　学生 500円

【チケット料金】指定 3,000円　学生 1,000円

【チケット料金】S 4,000円　A 3,000円　B 2,000円　学生 1,000円

【チケット料金】指定 2,000円　学生 1,000円

【チケット料金】S 5,000円　A 4,000円　B 3,000円　P 2,000円
※席種によって売切の場合あり。

音楽の“現
い ま
在”を紹介する、東京の現代音楽の祭典

小菅優の充実した活動が凝縮された一夜限りのプログラム

ザ・プロデューサー・シリーズ 大野和士がひらく

大野和士

ジョージ・ベンジャミン ©Matthew Lloyd

ミカエル・ジャレル ©C.Daguet

ルノー・カプソン
 ©Simon Fowler Erato

コンサート案内
2019年8～10月

Concert Information

小菅優 ©Marco Borggreve

第29回芥川也寸志サントリー作曲賞選考演奏会（旧名 芥川作曲賞）

8月23日（金）～8月31日（土）

特集ページでサントリーホール 
サマーフェスティバルについて
詳しく紹介しています。
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ARK Hills Music Week 2019
サントリーホール ARKクラシックス
アーティスティック・リーダー、辻井伸行と三浦文彰のもと、世界的ヴァイオリニ
スト、ジュリアン・ラクリンをはじめとする豪華アーティストが集結。3日間で全9
公演、ここでしか聴けない演奏の数々が繰り広げられます。

全9公演のプログラムおよび詳細は特設ウェブサイトにてご覧ください。
https://avex.jp/classics/arkclassics2019/

サントリーホールでオルガンZANMAI!

9月15日（日）

1回目 10:00開場　コンサート11:00～11:45　大ホール & ブルーローズ（小ホール）

2回目 12:30開場　コンサート13:30～14:15　大ホール & ブルーローズ（小ホール）

19:00開始（18:30開場）　ブルーローズ（小ホール） & 大ホール

16:30開演（16:00開場）　大ホール

オルガン：勝山雅世、花澤絢子　
おはなし：池田綾子　トランペット：三澤 慶　助手：もぐらん隊長

オルガン：石丸由佳　打楽器：野本洋介　ナビゲーター：別所哲也　

〈それいけ！ オルガン探検隊〉

〈おとなのオルガン探検〉

〈サントリーホールのオルガン・カフェ #6〉

お話：木村秀樹　オルガン：花澤絢子　

【入場料金】各回につき1,000円（おとな、こどもとも）小学生対象（4歳以上入場可）
定員／各回300名

【チケット料金】指定席 （ブルーローズ）1,000円　※大ホールでのミニコンサートは自由席
定員／300名

【チケット料金】指定席 2,000円　ペア席 3,000円（限定50組100名）

世界最大規模のオルガンの魅力を楽しみつくす

人気アーティストと世界の音楽仲間が大集結

コンサート案内
2019年8～10月

Concert Information

日本フィル＆サントリーホール 
とっておき アフタヌーン 2019-20シーズン Vol. 11

10月8日（火）  13:30開演（12:50開場）　大ホール

10月4日（金） 5日（土）  6日（日）
大ホール ＆ ブルーローズ（小ホール）

日本フィルとサントリーホールが贈るエレガントな平日の午後。クラシック音楽のファンから初めて聴く方まで、誰もが親しみを感じるトー
ク付きコンサート。指揮はオペラの豊富な経験で音楽の魅力を知り尽くす沼尻竜典。未来の大器・中学3年生の鳥羽咲音（チェロ）
は、サントリー大ホールデビューとなります。

指揮： 沼尻竜典　チェロ： 鳥羽咲音　ナビゲーター： 政井マヤ
日本フィルハーモニー交響楽団
プロコフィエフ バレエ音楽『ロメオとジュリエット』より
チャイコフスキー ロココ風の主題による変奏曲 イ長調 作品33
ストラヴィンスキー バレエ音楽『春の祭典』

鳥羽咲音沼尻竜典 

勝山雅世 花澤絢子

石丸由佳 ©Naoko Nagasawa

日本フィルハーモニー交響楽団 ©堀田力丸

オーケストラとホールが贈る、エレガントな平日の午後

サントリーホールの「顔」として大ホールの正面に構えるオルガンは、オー
ストリアの名門リーガー社製で、音色を使い分けるストップ数は74、パイプ
の総数は5,898本と、世界最大規模の大きさを誇ります。初秋の一日、オル
ガンの魅力に多角的に迫り、初めてオルガン演奏に触れるお子様からオル
ガン愛好家の方まで、存分に楽しんでいただけるプログラムが勢揃いします。

4歳から参加できるファミリー向けの公演。オルガンの仕組みを体験しながらオルガニストの
勝山雅世自身が作曲した『子供のためのオルガン入門』をはじめとした演奏を楽しみます。

「オルガンは宇宙だ ！」というテーマで、オルガニストの石丸由佳と打楽器
奏者の野本洋介を迎え、無限の可能性を秘めたオルガンの魅力をナビ
ゲーターの別所哲也がたっぷりご案内します。

オルガンの専門家、木村秀樹による詳しい仕組みの解説後に
花澤絢子（オルガン）のミニコンサートを聴いていただくオルガン愛好家向け企画。

別所哲也

政井マヤ

辻井伸行、三浦文彰 ©Yuji_Hori
〈オルガン・カフェ & おとなのオルガン探検共通〉
おとなのためのセット券　3,000円 （限定30枚）ソフトドリンク券付き

【チケット料金】Ｓ 6,000円　Ａ 4,000円　Ｂ 3,000円
グループ割引 ３名以上お申し込みでＳ席、Ａ席10％オフ
（サントリーホールチケットセンター電話および窓口のみ取扱い、一般発売後の受付）
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充実したHibikiをお届けしてゆくために、ぜひみなさ
まのご意見をお聞かせください。アンケートにお答え
くださった方に誌面でご紹介したサントリーホールの
ショップ商品からプレゼントいたします。サントリー
ホールホームページ http://suntory.
jp/HALL/ の応募フォームに、アン
ケートのお答え、お名前・ご住所等を
ご記入のうえ、ぜひご応募ください。
受付期間は7月1日（月）～8月30日
（金）です。

Ａ エッシェンバッハ製
オペラグラス（1名様）

B 紙製折りたたみ式
オペラグラス（5名様）

※0570で始まるこの電話番号は、国際電話および一部のIP電話・プリペイド方式の携帯電話からはご利用できません。
　ご利用いただけない場合は、03-3584-4402へお電話ください。

【チケットセンター窓口】10：00～18：00 ※18時以降の公演がある場合は開演時刻まで営業／休館日・年末年始は休業

先行発売がご利用いただける「サントリーホール・メンバーズ・クラブ」、
公演情報、チケットのご購入など詳細は、
サントリーホールホームページをご覧いただくか、
サントリーホールチケットセンターにお問い合わせください。

サントリーホールホームページ http://suntory.jp/HALL/
サントリーホールチケットセンター     Tel. 0570-55-0017

（10：00～18：00）オペレーターが対応いたします（休館日・年末年始は休業）

サントリーホール
ホームページへは

こちらから
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デザイン ● 中澤睦夫（SAKU CORPORATE DESIGN）
表紙絵 ● 五味太郎
印刷製本 ● 共同印刷

サントリーホールディングス
株式会社は公益財団法人
サントリー芸術財団のすべ
ての活動を応援しています。

今号で特集したオペラを楽しむために必携の
オペラグラス。華やかな場にふさわしい、
美しくて高性能のオペラグラスです。

Q u e s t i o n n a i r e  &  P r e s e n t

プレゼント

＜表紙のことば＞
絵と言葉を使って、独自の
ワールドを描くのが僕の仕事
です。日本語の文字が読め
ない異国の人々や子どもた
ちにも、僕の気分はそのまま
伝わっているようです。海外
を旅するとき、どうやら僕も意
味のわからない言葉を楽し
んでいます。脳を通さずに目
や耳で感じたそのままを味わ
う。たとえば、オペラや歌舞
伎などの楽しみはそこにある
と、僕は思います。
 五味太郎

サントリーホール情報誌
『Hibiki』

サントリーホールは1986年に
東京初のコンサート専用ホール
として“世界一美しい響き”をコ
ンセプトに誕生しました。これか
らもサントリーホールの響きを、
より多くの方々にお届けしたい
―そんな想いを込めて、情報
誌『Hibiki』を発行しています。
表紙絵は、400近い絵本作品
を描き続け、この度「第5０回
講談社絵本賞」を受賞された
絵本作家・五味太郎氏による
描き下ろしです。

応募フォームは
こちらから ワンタッチで立ち上がり、使い終わったら

平らにノックダウン、ポケットや定形封筒に収まる紙製オペラグラスです。


